
学力の基礎を鍛えどの子も伸ばす研究会(学力研) 『先生のための学校』運営委員会 主催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10期『先生のための学校』 

オープン講座 

10月8日（土） 
13：00 受付 

（13：15開始 17：00終了） 
 

『先生のための学校』は、学力研会員
限定の連続講座です。但し、10 月は
オープン講座のため、学力研会員以
外の方でも参加していただけます。
『先生のための学校』に興味がある方
は、ぜひ様子を見にお越しください。 

http://gakuryoku.info/ 

秋秋秋ののの   

会場 エルおおさか 

会費 2,000 円 
（会員1,500円 第10期受講生は受講料に含まれます。） 
 

『予習で創る社会科、理科 満点大作戦の授業』 

｢子どもは賢いから満点を取るのではない!満点を取らせるとなぜか賢くなるのだ!!｣ 
国語 『音読指導でクラスを変える!!』 
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学力の基礎を鍛えどの子も伸ばす研究会(学力研) 『先生のための学校』運営委員会 主催 

第 10 期 学力研『先生のための学校』 

回 日（曜） 
13:00～ 講座概要＆講師 ～17:00 

第1講座(９０分) 第2講座(６０分) ＋α 

Ⅰ 
2016年 
9／10 
（土） 

開校にあたって (久保校長) 

クラスづくり･体育『久保学級の 
まるまる１日と体育の授業』 

国語 『「話す、聞く」討論の 
指導でクラスを変える』 

☆学年別交流会☆ 
受講生が学年別グ

ループに分かれて、

追実践検討や学ん

だこと、日頃の疑問

点などについて交

流します。各講座の

講師陣や学力研常

任委員が参加して、

学びを支えます。 

Ⅱ 
10／8 
（土） 

理科、社会科『予習で創る社会科、 
理科満点大作戦の授業』 

国語 『音読指導で 
クラスを変える』 

Ⅲ 
11／12 
（土） 

算数『算数の授業は文章題で締める 
～楽しい出会いの広場の実践～』 

国語 『漢字総復習で 
クラスを変える』 

Ⅳ 
12／10 
（土） 

国語１『予習で創る 
国語の授業づくり、討論づくり』 

国語 『ノート指導で 
クラスを変える』 

Ⅴ 

2017年 図工、音楽『ピアノはなくても 
音楽は教えられる図工はできる』 

図工特別ゲスト 宮川先生 
国語 『指導案の書き方』 1/14 

（土） 

Ⅵ 
2／11 
（土） 

国語２『新刊《予習で創る 
国語の授業づくり》を読む』 

追実践報告等による 
修了実践発表会 
低･中･高学年より 

修了式 & 
☆修了記念パーティ

ー☆ 

《参 加条件》 

○ 学力研の会員であること。(申込時に入会可能 4,000円／年) 

○ 原則として月 1回の講座(9～2月 全6回)全てに参加できる方。 

《会 場》 

○ エルおおさか 

《募 集人数》 

○ 40名(初参加者優先受付，定員に達し次第､締め切ります。) 

《受 講 料》 

○ 10,000円(残り全5回分) 

《申込･お問い合わせ先》 

○ E-mail；yamada-shu@docomo.ne.jp  （連絡は基本的にMailで行います。） 

○ F a x；0774-66-3445        (どちらも事務局長 山田周司まで) 

○ 学力研 HP；http://gakuryoku.info/ 

○ senseiポータル；https://senseiportal.com/events/38753 

校長あいさつ 
第10期『先生のための学校』校長 久保 齋 

学力研『先生のための学校』も早いもので第
10期を迎えることとなりました。 
今回は『先生のための学校』10周年特別企画」

として、「オール久保企画」を組んでみました。 
国語、算数、社会、理科、図工、音楽、体育、

すべての教科で、どのように《学力づくりでク
ラスづくり、授業づくりでクラスづくり》を行
っていくのか。もう二度とない企画です。初め
て参加してみようという方も、『先生のための
学校』の修了生の方も、ぜひぜひ参加してくだ
さい。 
あなたのクラスはガサガサしていませんか。

しっとりと落ち着いたクラスでしっかり授業が
できていますか。学力づくりで競争させ、学力
づくりで子どもたちを分断しておいて、「しっ
とり落ち着いたクラスを創りたい!!」なんて矛
盾に満ちたことを言ってはなりません。学力づ
くり･授業づくりそのもので、子どもたちをしっ
かりと団結させ、力を合わせて学力づくりを行
うことで、しっとりとした明るいクラスを創っ
ていくのです。 
学力の基礎をきたえることから、授業づくり･

クラスづくりまで、私の実践は隅から隅まで「頼
りになるのはお隣さん」の思想に貫かれていま
す。この最後の企画で、アドラーの言っている
「ギブ＆テイクの思想からギブ＆ギブの思想へ
の離陸」をめざしましょう。 
団結をプラス、分断をマイナスとするならば、

先生方の実践はプラス･マイナス･プラス･マイ
ナスの実践なのです。そうではなくてプラス･プ
ラス･プラスの実践、せめてプラス･ゼロ･プラ
ス･プラスの実践を試みましょう。その考えをマ
スターしていただくために、私も全力でこの 10
期に取り組む覚悟です。宜しく!! 
『先生のための学校』でお会いしましょう。 

会員限定企画!! 

mailto:yamada-shu@docomo.ne.jp
http://gakuryoku.info/
https://senseiportal.com/events/38753

